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概要
今回，アガロースゲル電気泳動法によるリポ蛋白分画測定の検討を行った．泳動条件は，検体塗布量 4~ 5咸，泳動時
間30分，固定時間 5分，脱色時間 5~ 7分，染色時間 7分が最適であると考えられ，染色液の保存期間は 3週間までは測
定可能であった．この条件下で測定した結果，同時再現性において，比較的良好な成績を得ることができた．
また，検体保存の影響について検討した．室温保存では，変性が著しく測定可能な保存期間は 2日間であった．冷蔵保
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⑤ デンシトメーター：島津 CS9300 PCデンシト
Bリポ蛋白 aリポ蛋白分画
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脱色液 (I, I, I槽共に45％メタノール使用）






















健常検体血清と異常検体血清を 1成～ 5成の 5種類
に塗布量を変えて泳動した． 1成・ 2凪は塗布量が少


























































染色時間を 1分， 3分， 5分， 7分， 10分， 15分と
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各 リポ蛋白分画は， a分画で CV6.5% （平均土SD:
37.8土2.5), pre-f]分画で CV13.6% (7.8土1.1),















a(%) pre(3（％） fJ (%) 
1 34.8 19.5 45.653 
2 33.5 19.8 46.688 
3 38.9 19.3 41. 833 
4 38.0 15.8 46.160 
5 36.5 19.1 44.313 
6 37.0 16.0 47.059 
7 36.0 16.4 47.559 
8 38.9 18.3 42.782 
平均 36.71 18 03 45.256 
SD 1.925 1.688 2.081 
CV% 5.2 9.4 4.6 
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(2) 冷蔵 (3~ 5℃)保存
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